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2019年8月、三重県鈴鹿サー キットで

単三電池を用 いた四輪レ ース「Ene-1

Challenge」が開催され、長野市立柳町中

学校のチ ー ム がKV-2（車両最低重量

35kg) クラス ・ 中学生部門で優勝した。

彼らは科学部などの部活動ではなく 、担

当の箕田大輔教頭の呼びかけに応じて

参加した研究チー ムだ。

中学校の技術・家庭科にある「エネル

ギー 変換に関する技術」の学習では、 あ

らかじめ部品がセットされた手阿し式ラ

ジオなどを組み立てる実習がある。しか

し、「決められた枠内での学習では、生徒

自らが課題を実感し、 解決する学びには十分

ではない」 と考えた箕田教頭が「ゼロからクル

マをつくってみよう 」と 生徒に呼びかけ、8人の

仲間が集まったのだ。

●活動のモットー

生徒たちには
＇‘
本物

＂
に触れてほしい。

本物を体感することで新たな問いが出
てくるので、 自分から課題を設定する
ことにもつながると考えている。
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車体製作では地元の木材や自転車用

ギャなどを利用し、長野工業高等専門学

校や長野県工科短期大学校の協力で安

全性や走行性も高めた。

3年生の中村稜河さんは、「苦労の連

続でした」と振り返るが、 自作した電池

ポックスの排熱の工夫などを語る目は

輝いていた。 2年生の網掛智士さんは

「チ ー ムでつくるので、 コミュニケー ション

が大切だと思いました」と話す。箕田教頭

も「自分たちでテ ー マを見つけ、 取り組む

こと ができるようになりました」と言うよう

に、「課題を実感し、解決する学び」に結

びついている。

効率的なエネルギー 活用を調べる、という研

究目標への歩みも着実だ。レースヘの出場もそ

の手段にすぎないため、 好成組を収める傍ら、

電力消費率の測定や コース特性による電力消

費の考察なども欠かさない。今後はガソリンエ

ンジンとの比較も予定しており、より本格的な研

究へと一 歩一 歩進んでいる。

（令利l元年度プログラム助成）

この活動は， 中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。
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① i雲恥1技術振興財団〒141-0032東京都品川区大崎l丁目2番2号アー トヴィレッジ大崎セントラルタワー8階

シスメックス株式会社創立者の故中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い ， 「中谷賞」をはじめ各種研究助成 ， 若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらにすそ野拡大のため科学教育振興活動などに対し ， 幅広い助成事業を行っています。 1 中谷財団 H豆伝ぶぷ
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